
合い言葉 「夢への挑戦」居場所と出番のある学校

教
育
委
員
会
の

�
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

高村秀夫　教育長

白井 子　教育委員長

　

こ
の
た
び
、教
育
委
員
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
白
井

子
で
ご
ざ
い
ま
す
。村
上

前
委
員
長
の
後
任
と
な
り
、私
に
は
た
い

へ
ん
な
大
役
で
す
が
、微
力
な
が
ら
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
の
教
育
問
題
を
考
え
ま
す
と
、

い
じ
め
や
非
行
、不
登
校
な
ど
の
青
少

年
問
題
、生
涯
学
習
や
人
権
教
育
の
推

進
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
取
り
組
む
べ
き

問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。子
育
て

支
援
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

合
志
市
の
未
来
を
願
い
、課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
議
会
定
例
会
で
高
村
秀
夫
さ
ん
、７
月

議
会
臨
時
会
で
野
田
博
之
さ
ん
が
教
育
委
員

任
命
に
同
意
さ
れ
、就
任
さ
れ
ま
し
た
。教
育

委
員
会
の
新
し
い
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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こ
の
た
び
、教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
高
村
秀
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。教
育
長
と

い
う
重
責
に
ま
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。教
育
長
就
任
に
あ

た
り
ま
し
て
、こ
の
合
志
市
の
教
育
を
一

日
も
滞
ら
せ
る
こ
と
な
く
前
進
さ
せ
な

が
ら
、さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
強
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

合
志
市
教
育
基
本
計
画
の「
未
来
に
輝

く
心
豊
か
な
人
材
を
共
に
育
む
」と
い
う

目
標
の
達
成
に
向
け
て
教
育
行
政
の
責

任
者
と
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、全

力
を
傾
け
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

就
任
あ
い
さつ

平成22年7月1日現在

児童数…585人　職員数…34人
校　長…上田　陽一郎

～合志南小学校～

小学校外国語活動推進

学校支援地域本部事業

「真・善・美」を追い求める児童の育成を目指して

　平成23年度から全小学校の5・6年
生に「小学校外国語活動」が導入され
ます。 これに先がけて、本校は「小学
校外国語活動推進校」として県の研
究指定を受け、地域のモデル校として
の取り組みを進めています。 来年1月
27日(木)には、本校で公開授業や研
究発表会を開催します。

　高学年担任だけではなく、
全職員が外国語活動の目的
や、具体的な進め方を研修し
ています。

　外国語活動では、言葉だけでなく表情やジェスチャー
を効果的につかって相手とのコミュニケーションを図る
場面が多く出てきます。 その楽しさを実感し、表現力豊か
な子どもたちを育てていきます。

　子どもたちの健全育成には「学校・
家庭・地域」の連携が重要になってき
ます。 本校では平成20年に「南っ子
支援ボランティアの会」を設立し、学
校教育活動のさまざまな場面に、いろ
いろな人たちのご支援・協力をいただ
いています。

ホームページボランティアは、合志南小HPを公開しています。ご自由にご覧ください。
ホームページアドレス　http://www2.higo.ed.jp/es/koshises/

 男女共同参画まちづくり講座

自分らしく生きられる社会に

　6月22日、ことぶき大学との共同講座として「男女共同参画まちづくり講座」を開催しました。

　男女共同参画推進懇話会委員によるアトラクションや塚本薫さんの講演を通じ、参加者たちは家庭で、学校

で、職場で、地域で個性や能力を発揮し、自分らしく生きられる社会にするにはどうしたらよいか、身近なところか

ら見直し、考え、活発な意見発表を行ないました。

　最後は、「ことぶき大学生は男女共同参画でないとやっていけません。おのずと実践しています」という発表が

あり、拍手が起こっていました。

男女共同参画推進懇話会委員のアトラクション 家庭や地域など具体的な切り口から論じた塚本薫さん

素敵な人生 素敵なパートナー素敵な人生 素敵なパートナー
　はじめまして。平成

21年度熊本県地域

リーダー研修を受け

させていただいたこ

とから、今年、初めて

合志市男女共同参画

推進懇話会委員を務

めさせていただくこととなりました。よろしくお

願いいたします。

　私は現在、ＮＰＯ活動でワークライフバラ

ンス推進を行なっており、主に人材育成研

修・就職支援などを行なっています。

　最近では不況、就職難、派遣切り、リストラ

などとても心が暗くなるような言葉が氾濫・横

行しています。 その中で私は、今こそ女性の

社会参画が生産性をもたらし、新しい活力の

源になると希望を持っています。 仕事は男、

家庭は女という役割分担は誰かが決めたこ

とではありません。できる人ができることから

協力し合って生活できるような社会を作るこ

とはとても大切ではありませんか？「食事・洗

濯はお母さんの仕事」「日曜のドライブはお

父さんの役割」なんて決めごとが、自然と役割

分担を形成しているとしたら・・・。急な仕事

でその役割ができなかった場合に、相手を

責めることができますか？もしかして責任感

の強い人は、疲れた体にむち打って頑張っ

ているかもしれません。「お互いが思いやりを

もって、協力し合える社会」その男女共同参

画の社会の実現こそが家庭から職場に、職

場から他の職場に広がって、この不況も乗り

越えていける得策だと信じています。

塚本　薫

男女共同参画
推進懇話会委員
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